
■効果の見える治水事業 

『国分川広域河川改修事業』 
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【流域の概要】  

国分川は県内有数の降雨地香美市土佐山田町繁藤地区に隣接する甫喜ヶ峰を源に発し、北側斜面は一

級水系吉野川第一次支流穴内川へ流れ、本川は南側の山地斜面を流下して休場ダムで貯留され通称新改

川として農業基盤の発達した香長平野北部の香美市及び南国市を縦断後、県都高知市（青柳橋）の浦戸湾

に注ぐ流域面積Ａ＝１５７．８ ・幹線流路延長Ｌ＝２１．１㎞と県下第３番目の流域をもつ二級河川です。 

【治水事業の概要】 

国分川改修事業は中小河川改修として昭和２６年度に着手後、昭和４７年の集中豪雨による破堤を契機

とした計画高水流量の見直しを経て高知市側より改修整備が図られています。 

また、記憶に新しい平成１０年９月の未曽有豪雨といわれた「９８高知豪雨」により甚大な浸水被害を受け、

なかでも国分川で被害の大きかった高知市（青柳橋）から南国市（比江）延長Ｌ＝１１．９８㎞間が『激甚災害

対策特別緊急事業』に指定を受けて、抜本的な改修工事に着手し平成１６年度完成しています。この激甚災

害対策特別緊急事業（事業費Ｃ＝２１５億円）の集中投資により国分川河川改修計画は大幅な工期短縮と

整備促進が図られました。 

激特事業完了後の平成１６年度からは、事業の波及効果拡大を目指して、さらに上流に新規工区（広域

河川改修事業）を設定し事業着手しました。 

特に、この工区の下流（約１．０㎞）区間は、香美市が市街地整備の基盤として早期供用を目指す都市施

設(雨水下水道事業)の放流先河川の未整備により地元から放流規制を受ける等、都市施設機能が発揮出

来ず放流先の改修整備が懸案となっていたが、県下的に河川事業費が減少するなか重点投資を行うことに

より広域河川改修事業は完了しました。 

昭和２６年度の事業着手以来、半世紀以上の歳月と総事業費Ｃ＝２７８億７千万円(内激特事業Ｃ＝２１５

億円)を要した国分川改修事業は、流域の治水安全性向上と住民による河川環境整備活動の活性化や香

美市土佐山田町市街地の都市基盤となる雨水下水処理機能の大幅な改善と浸水被害の軽減等地域発展

に大いに寄与するものと期待しています。 

最後に用地提供をして頂いた地権者の皆様をはじめ、事業に協力を頂いた地域住民の皆様関係機関の

方々に心から感謝申し上げます。 

 

改修前の写真                              改修後の写真 
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香美市は、平成１８年３月物部川流域にあって古くから政治、経済、文化等の様々な面で密接

なつながりのある、土佐山田町・香北町・物部村の３町村が合併して誕生しました。市域の約９割

を森林が占めており、県内では、唯一海岸線を持たない市です。県都、高知自動車道南国ＩＣ、高

知龍馬空港へは、それぞれ３０分以内でアクセスできる好立地にあり、高知工科大学、アンパンマ

ンミュージアム、龍河洞等本県を代表する文化、観光施設を有しています。 

主だった河川として一級河川・物部川、一級河川・吉野川水系穴内川、二級河川・国分川が流

れており、水源に恵まれ古くから農林業を基幹産業に発展を遂げてきました。反面、これら豊かな

水を要する本市は、台風銀座とよばれる本県の例に漏れず、古くから水害に悩まされてきました。 

土佐山田町地区の市街地には集中豪雨によって短時間ではありますが、水路が溢れ、浸水被

害の発生する地域があります。また、生活様式の近代化、ベッドタウン化に伴う宅地開発等で都

市排水が急激に増減するため、公共下水道事業で雨水排水施設を整備しており、これら排水は

二級河川・国分川水系の土生川に流れ込みます。この土生川への排水は土佐山田町地区の市

街地整備の重点課題でしたが、下流の国分川の改修が終わらない状況では、上流部への排水に

対して反対がありました。 

こうした中、土生川の改良は、農地の圃場整備に合わせてなるべくコンクリートを使わない近自

然工法で整備されてきましたが、‘９８年高知豪雨の際、国分川上流部に当たる平山地区で日雨

量１０００㎜近くの降水があり、大変な被害が発生しました。この災害を契機に急ピッチで河川改

修が進み、土生川の合流点までの改修が完了し、今年度の土生川の改良では、都市排水・排水

口の上流部に農業用の堰が移設されました。こうした工事の完成により、予定水量１４t/s が放流

できることとなりました。 

「水の世紀」と言われる２１世紀を向かえ、今後とも国、県のご助力をいただきながら、治水事業

を進めて参りたく存じますので、関係各位におかれましては、ますますのご協力をお願いいたしま

す。 

 

 

 

 

  

 

 

 

国分川と土生川の合流地点                公共下水道事業の雨水排水・排出口 
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